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秋田県特別栽培農産物認証

アキタコマ子は今年tl.|■ |

見事な生書を見せています。‐

世紀の節目であう.‐西暦2099年 (平球‐12年)、私||

F伊勢神宮新嘗祭献穀田Jを斉行する機会を与えて

いただきました。これを契1機にt自然環境と食め1安

全には特別の関心を払う来づくりに目覺め、これま‐

きにも増して努力しな
―がう今日に至うており本||:

ここで初めて「内城菌Jに出会いました。画期的■

なパワニを
―
発揮するこ|の菌は、従来厄倉者として■

扱われてき.た食物t魚肉t野菜奪か―ら由る生ゴミ■
|をt肴‐機能海と.しそし

'|´

グルし|ます:これに|

ようて
―
土壌は生.ま|れ変わりヽ植物|ま栄養分を吸収 |

し易く、ここに有機肥料による「内城菌農法」が可

能となりますも私のこ|だわりは、この1巴料を
―
使う |

て生産する1有機米ですも

F内城菌」の使用によるこ―のリサイクリ

私たちに食の安全と喜|びを与えてくれます

`からも―「私の|こだわり米」に取り組|み、豊かな

市の大地を後世に引き
―
継いでまいりま|す。

佐藤 ‐1久男|■

亀
を
も
・
織
分
ち
●

Ｏ
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鶯

一
一
．

喚
落
会
慇
爆
自
慢
傷

舟
甦
業
〒
キ
タ
機
マ
ギ

(内城菌の散布 )

ご注文Fax番号⇒ 0187-62-5614

一
機」

継

特別栽培こだわり米 5 kg像撻 10 kg袋 30 kg,撻

①減農薬 化学肥料不使用

(内城菌有機肥料のみ散布土壌 )

3,000円

(   個)

5,000円

(   個)

13,000円

(   個)

②減農薬 化学肥料40%使用

(内城菌有機肥料十化学肥料散布土壌)

2,300円

(   個)

3,800円

(   個)

10,000円

(   4固 )

ご注文合計数 ( 個 ) ( 個 ) ( 個 )

ご住所⇒ 〒

お名前⇒

電 話⇒

* いずれも送料は当方で負担します。数量に限りがありますので品切れの際はご容赦願います。

〒014‐ 0103秋田県大仙市高関上郷字高屋敷42 生産・販売者 佐藤 久男
雷ヨ議01n7r66ヽ 170'   FnY0 1 8 7r6,ヽ 5614



『ふるさと大曲』第13号

大山の話題

平
成
２４
年
度

大
仙
市
の
予
算

翁
だ
い
せ
ん
日
和
」

予
算
特
別
号
よ
り
）

予
算
と
は
、
市
の

一
年
間
の
収
入
と
支

出
の
計
画
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
設
計

図
と
い
え
ま
す
。
市
の
予
算
は
大
き
く
分

け
て
、
コ

般
会
計
」
（市
民
の
生
活
全
般

の
施
策
に
関
す
る
会
計
）
、
「
特
別
会
計
」

「企
業
会
計
」
２

般
会
計
に
対
し
特
定
の

事
業
に
限
定
し
た
収
支
に
よ
る
経
理
）
の

三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

大
仙
市
の
場
合
、　
一
般
会
計
予
算
は
、

高
齢
者
福
祉
や
自
動
福
祉
、
保
健
衛
生
、

道
路
整
備
、
ゴ
ミ
処
理
、
学
校
教
育
、
消

防
な
ど
に
使
う
お
金
を
ま
と
め
た
も
の
。

「特
別
会
計
予
算
」
は
、　
一
般
会
計
と
は

切
り
離
し
て
、
特
定
の
事
業
ご
と
に
経
理

す
る
予
算
。
国
民
健
康
保
険
事
業
や
下
水

道
事
業
な
ど
、
主
に
保
健
税
や
使
用
料
な

ど
、
特
定
の
収
入
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

「
企
業
会
計
予
算
」
は
、
独
立
予
算
と

い
っ
た
民
間
企
業
に
似
た
よ
う
な
仕
事
を

す
る
た
め
の
予
算
。
大
仙
市
で
は
市
立
大

曲
病
院
事
業
と
上
水
道
事
業
の
二
つ
の
企

業
会
計
を
設
置
し
た
い
ま
す
。

大
仙
市
は
誕
生
か
ら
今
年
七
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
「黎
明
（れ
い
め
い
Ｙ
確
立
期
」

か
ら

「発
展

・
成
熟
期
」

へ
向
か

っ
た
こ

と
を
今
年
の
予
算
設
計
に
示
し
て
活
力
あ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
期
し
て
い
ま
す
。

会
計
別
予
算
額
は
次
の
通
り
で
す
。

〇

一
般
会
計
予
算

４
４
０
億
０
２
５
３
万
３
千
円

ｏ
特
別
会
計
予
算

１
８
６
億
９
２
７
５
万
０
千
円

ｏ
企
業
会
計
予
算

２
３
億
７
４
０
５
万
６
千
円

○
〈
蟹
討
一

６
５
０
億
６
９
３
３
万
９
千
円

首
都
圏
大
曲
貪

覇

『
ふ

る

さ

と

大

曲

』

第
１３
号

目

　

次

ロ
カ
メ
ラ
片
手
に
　
大
曲
の
四
季
　
　
　
　
　
　
　
　
撮
影
　
藤
田
征

一

―
―
　
春
か
ら
夏
へ
の
移
ろ
い

ロ
エ
ッ
セ
ー
　

　

ふ
る
さ
と
の
風

辻
　
　
卓
也

・
小
笠
原
幸
子

。
大
釜
　
茂
埠

◆
活
動
ん
ボ

第
３
回
　
東
京
で
大
曲
の
桜
を
観
る
会

夜
空
に
舞
う
花
美
し
く
…

◆
第
８６
回
　
全
国
花
火
競
技
大
会

（大
曲
の
花
火
）

今
年
の
テ
ー
マ
は
　
ク
つ
な
が
リ
ク　
　
賢
木
　
新
悦

颯
爽
！
古
宮
理
絵
選
手

曾
都
圏
大
曲
会
〈バ５

◇
大
曲
の
年
代
会
梵
天
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
全
国
放
映

◆
六
仙
市
へ
進
出
金
業

【訪
間
シ
リ
ー
ズ
③
】

光
学
レ
ン
ズ
開
発
か
ら
製
造
の

日
邦
工
業
株
式
会
社

■
ふ
る
さ
と
の
昔

っ
こ

鮭

地

面

〈
羽
は
た
＜
若
者
た
ち
〉

文
　
平
野
栄
司
　
　
切
り
絵
　
塩
谷
良
二

さ
ん
ゆ
う
て
い
こ
ま
が
り

真
打
め
ざ
し
て
精
進
す
る
　
　
　
一二
遊
亭
小
曲
さ
ん

大
曲
の
話
題
　
３
　
　
懐
か
し
の
道
路
案
内
　
９
　
　
首
都
圏
大
曲
会
幹
事
　
２７

編
集
後
記
　
２７

〈
会
員
の
ひ
ろ
は
〉

俳
旬
　
朱
華
　
　
仲
間
を
訪
ね
て
　
大
友
律
子
さ
ん
　
作
詞

カ
メ
ラ
紀
行

（絢
爛
―
桜
巡
り
の
旅
）
齋
藤
貞
助
　
２６

「
こ
ま
ち
物
語
」

黒
皮
　
羽
生

表
紙
写
真
　
藤
田
征

一 1020つ
４

，
″24

．
．

２５

昭
和
２
年
首
都
圏
大
曲
会
総
会

・

・一　
　
　
日
時
　
８
月
４
日

（土
）

会
場

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
ご
案
内

帝
国
ホ
テ
ル

「光
の
間
」

「ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」
　

一

・
・市
内
小
中
校
に
配
置

本
を
読
む
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
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市内から丸子川越しに望む西山の光景は大曲のシンボルだ

白雪に赤い梵天はよく似合う

大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー

場
は
、
雪
が
消
え
る
ま
で

楽
し
い
歓
声
が
響
く

大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で

人
は
故
郷
を
思
い
出
せ
ば

試
練
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る

誰
が
言

っ
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
先
日
、
読
ん

だ
本
に
書
か
れ
て
い
た
。
正
確
に
は
、
「
苦
し
い

と
き
人
は
、
故
郷
を
思
い
出
し
て
試
練
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
誰
に
だ

っ

て
長
い
人
生
、
厳
し
い
試
練
に
直
面
す
る
こ
と
は

必
ず
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
ど
う
し
て
試
練
に
耐

え
る
か
。
そ

っ
と
故
郷
を
思
い
、
心
の
中
で
故
郷

の
優
し
さ
温
か
さ
に
触
れ
、
故
郷
で
過
ご
し
た
若

い
日
の
数
々
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
で
、
人
間
は

試
練
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
確
か
に

そ
う
だ
な
あ
と
思
い
つ
つ
故
郷
を
持
つ
幸
せ
、
故

郷
を
持
つ
有
難
さ
を
感
じ
た
も
の
だ
。

1聾斃

:悌
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大由の四季
2012年

今
年
の
冬
は
豪
雪
だ

っ
た
。
東
京
に
住
ん
で
い
て

も
秋
田
の
天
気
が
気
に
な

っ
た
。

か
な
り
の
雪
が
降

つ
て
い
る
。
吹
雪

い
て
い
る
。

気
温
は
零
下
７
、
８
度
な
ど
と
天
気
予
報
の
お
姉
さ

ん
が
、
身
を
す
く
め
、
声
を
落
と
し
て
、
ま
る
で
雪

国
は
人
が
住
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
よ
う
な
大
げ
さ
な

素
振
り
で
放
送
す
る
と
、
妙
に
腹
立
た
し
さ
す
ら
感

じ
た
も
の
だ
。

寒
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
に
春
を
待

つ
楽
し
み
が

あ
り
、
″
雪
が
多
少
ク
な
ど
を
超
越
し
た
、
雪
国
の

生
き
方
が
あ
る
。
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
雪
国
に

咲
く
桜
の
色
の
美
し
さ
を
ど
う
表
現
す
る
か
。
雪
の

消
え
た
野
原
で
、
元
気

一
杯
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴

り
あ
う
子
ど
も
達
の
表
情
を
何
と
言

っ
て
伝
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
（大
釜
）

早春から夏への移ろいを尋ねて

撮影  藤 田 征 一

|:::::::::::::::::::::|::::|:::::::::::::::::::::::::

丸子サll越 しに黒瀬の堤防を望む

交流センター前の桜は伸び伸びと枝を

張つている。濃さを増す芝生の緑と

競うように桜|ま満開のときを迎える

カメラ片手に

豪雪のこの冬は春先でもこの状態

市役所前は、大曲の桜の名所だ

大サ|1寺裏から見る対岸の桜
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「大曲なかよしウォーキング」は、健康秋田全

県一斉ウォーキングデーの一環として、毎年実施

されている。10キ ロ、5キ ロ、3キ ロの各コース

に別れ、金谷橋下の雄物川河川緑地運動公園を

スター ト・ゴールにして、家族が揃って参加でき

る楽しいイベントだ。家族みんなが参加できる大

会って本当に素晴らしい。

グランドの芝生はまだ緑が少なく

茶色を帯びているのに、ボールを

追って走る少年たちは活き活きと元

気一杯。北国の子ども達は全身で春

を吸い込み、春の風の中に生きる。

話
し
声
も
賑
や
か
に
足
取
り
は
軽
い

待
っ
て
い
た
春
。
蹴
ら
れ
た
ボ
ー
ル
は
高
く

は
ず
ん
で
、
子
ど
も
達
は
春
を
満
喫
す
る

！
サ
ツ

10キロコース、5キ ロコース、3キ ロコースと

それぞれスタートして行つた参カロ者が元気で
ゴールに入つてくる。(金谷橋下の雄物川河川

緑地運動公園)

おんぶでウォーキング?

春の河川敷は明るく健康に充ちている
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大曲橋.(1日金谷橋)新 しく建替えの最中だ

大曲橋 (1日 金谷橋)の工事は力強く進行中

鵬:::::

解
体
さ
れ
た
跡
地
に
は
、
近
代
的
な
組
合
病
院
が
建
つ

旬の秋田が高輪に。

Jr大 曲商工会議所Dining&Shopplng

‐ た未aア
レ館

京急本線品川駅 」R品川駅 高輪口 徒歩3分

東京都港区高輪4丁目108
ウィング高輪WEST―Ⅲ l階

TEL 03-5447‐ 1010 http://wvvm′ .akita― bisalkan.,pノ

会頭 佐々木 繁治

〒014-0016 秋田県大仙市若竹町33番 7号
TEL 0187-62-1262 FAX 0187-62-1265
URL http://www.obako.or.ip/kaigaisho/

ヤマサ 。公設ビル解体中(ま だ懐かしい姿が残つている)

ヤ
マ
サ

・
公
設
ビ
ル
解
体
の
重
機
が
う
な
る
。

写
真
左
下
は
、
仮
住
ま
い
の
大
曲
商
工
会
議
所

（大
仙
市
若
竹
町
の
旧
北
都
銀
行
大
曲
北
支
店
）

金谷橋の名称には誰もが刷1染みを感じる



ふるさとの風

2主要墓≦理堅望≧≧≧テ

平成24年 (2012年)8月

【大
曲
納
豆
汁
】

い
よ
い
よ
Ｂ
１
１
グ
ラ
ン

プ
リ
全
国
大
会
へ
出
展
！

辻
　
卓
也

葛
大
曲
の
納
豆
汁
』
旨
め
も
の
研
究
会
代
表
）

首
都
圏
大
曲
会
の
皆
さ
ま
に
は
い

つ
も
私
ど
も
の
活
動
を
応
援
い
た
だ

き
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
ご
存
じ

【大
曲
納
豆
汁
】

が
、
こ
の
春
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
を
迎
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や

報
道
で
お
馴
染
み
の
ご
当
地
グ
ル
メ

の
日
本

一
の
祭
典
、
【Ｂ
１
１
グ
ラ

ン
プ
リ
】
に
出
展
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

こ
の
６
月
に
ご
当
地
グ
ル
メ
で
街

お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体
の
全
国
組

織

『愛
Ｂ
リ
ー
グ
』
か
ら
、
正
会
員

と
し
て
加
盟
を
認
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
５
年
に
わ
た
り
、
粛
々
と
積

み
重
ね
て
き
た
実
績
と
、
メ
ン
バ
ー

の
無
私
の
努
力
が
報
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
の
目
的
は
、
大
曲

へ
の
来
客
を
増
や
し
、
「
大
曲

フ
ア

ン
」
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域

が
元
気
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ

ん
な
様
子
を
見
て
、
地
元
の
人
た
ち

自
身
が
自
分
た
ち
の
食
文
化
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

則
ち

【Ｂ
１
１
グ
ラ
ン
プ
リ
】
に

出
場
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
街
に
誇
り
を
持

ち
、
全
国
に
発
信
す
べ
く
情
熱
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
六
十
数
団
体

に
、
仲
間
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
き
、

且

つ
最
も
注
目
さ
れ
る

【Ｂ
１
１
グ

ラ
ン
プ
リ
】
に
出
展
が
で
き
る
と
な

れ
ば
、
様
々
な
面
で
の
影
響
が
大
き

く
な
り
、
私
た
ち
の
目
標

へ
と
通
じ

る
ス
テ
ー
ジ
が

一
段
と
高
く
な
る
の

で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
料
理
名
を
今

ま
で
の
『大
山
の
納
豆
汁
』
か
ら

『大

曲
納
豆
汁
』
に
変
更
し
、
更
に
見
栄

え
を
良
く
す
る
た
め
に
五
年
前
か
ら

ト

ツ
ピ
ン
グ
し
て
い
た

『温
泉
卵
』

と

『お
こ
げ
』
を
廃
止
す
る
こ
と
も

決
定
し
ま
し
た
。

名
称
変
更
は
大
曲
と
納
豆
汁
を
切

っ
て
も
切
れ
な
い
一
く
く
り
の
単
語

と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
、
ト
ッ
ピ
ン

グ
の
廃
止
は
、
見
栄
え
を
良
く
し
た

い
と
い
う
虚
栄
心
を
捨
て
て
、
郷
土

の
家
庭
料
理
そ
の
ま
ま
の
姿
で
全
国

に
広
げ
る
事
こ
そ
が
本
懐
だ
と
い
う

思
い
で
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
心

・
原
点

に
立
ち
戻
る
事
に
決
め
ま
し
た
。
『納

豆
汁
で
街
お
こ
し
な
ん
て
恥
ず
か
し

い
―
』
と
、
我
わ
れ
の
活
動
に
懐
疑

的
で
あ

っ
た
人
た
ち
も
、
少
し
は
見

直
し
て
応
援
し
て
く
れ
る
の
か
な
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

◇

今
年
１０
月
２０
～
２‐
日
の
両
日
、
北

九
州
市
小
倉
に
於
い
て
ご
当
地
グ
ル

メ
日
本

一
を
決
め
る

『Ｂ
１
１
グ
ラ

ン
プ
リ
』
に
出
展
し
、
正
々
堂
々
と

我
が
街

。
大
曲
の
素
晴
ら
し
さ
を
全

国

へ
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
機
会

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
ん

な
時
は

『地
元
の
若
い
者
が
頑
張

っ

て
る
ぞ
』
、
『大
曲
納
豆
汁
は
最
高
の

食
文
化
だ
』
と
Ｐ
Ｒ
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
つ
じ
　
た
く
や
）

私
の
大
曲

小
笠
原
　
幸
子

亀
す
え
さ
ん
―
百
三
年
を
愚
直
に
生
き
た

一
人
の
女
性
』
の
執
筆
者
、

首
都
圏
大
曲
会
会
員
し

私
は
故
郷
を
持
ち
ま
せ
ん
。

で
も

母
に
つ
れ
ら
れ
て
行

っ
た
昔
の
大
曲

は
緑
豊
か
で
、
青
い
山
脈
が
頭
の
奥

に
残

っ
て
、
い
つ
も
映
画
の
シ
ー
ン

の
よ
う
に
何
枚
も
ク
ル
ク
ル
と
巡

り
、
日
に
映

っ
て
く
る
の
で
す
。

新
幹
線
が
開
通
し
て
大
曲
は
、
日

帰
り
す
ら
自
由
に
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
駅
前
も
再
開
発
で
広
い
ロ
ー
タ

リ
ー
が
出
来
、
音
の
面
影
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
兄
姉
た
ち

と
河
原
で
見
物
し
た
花
火
、
諏
訪
神

社
の
天
狗
さ
ん
の
行
列
、
河
原
に
出

来
た
サ
ー
カ
ス
小
屋
、
農
業
学
校
の

動
物
の
飼
育
場
、
小
さ
な
川
で
の
洗

濯
、
神
代
杉
の
林
、
雪
深
い
町
の
氷

柱
、
ヤ
マ
サ
の
前
の
２４
時
間
テ
レ
ビ

の
学
生
た
ち

・
・
。
何
も
か
も
新
鮮

な
ま
ま
で
、
脳
裏
か
ら
消
え
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
大
曲
が
段
々
無
く
な
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
波
に
乗

っ
て
大
き

な
街
が
出
来
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
も

つ
と
大
曲
を
宣
伝
し
て
、

「
稲
庭
う
ど
ん
」
ば
か
り
で
な
く
、

農
産
物
や
加
工
品
、
お
い
し
い
清
酒

な
ど
を
ど
ん
ど
ん
出
品
し
て
、
ア
」

こ
に
大
曲
あ
り
』
と
知
ら
し
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
大
手
ス
ー
パ
ー

の
東
北
物
産
展
で
は
、
秋
田
県
が
い

つ
も
放
ら
れ
て
い
て
駅
弁

一
つ
あ
り

ま
せ
ん
。

◇

日
本

一
優
秀
な
小
学
生
も
、
ア
ピ

ー
ル
し
て
美
し
く
実
利
的
な
セ
ン
ス

で
売
り
出
し
ま
せ
ん
か
。
最
近
は
五

能
線
や
白
神
山
地
な
ど
も
よ
く
テ
レ

辻 卓也さん
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ビ
な
ど
で
見
ま
す
。
先
日
来
訪
し
た

看
護
師
さ
ん
に
、
「
母
は
大
曲
出
身

で
す
」
と
言
う
と
、

「あ

っ
、
花
火
―
」

と

一
発
で
出
ま
し
た
。
知
る
人
は
知

る
で
す
。

で
も
私
の
大
曲
は
、
『風
と
共
に

去
り
ぬ
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
役
ス
カ
ー
レ

ッ
ト

・
オ
ハ
ラ
が
最
後
に
言

っ
た
シ

ー
ン

「私
に
は
タ
ー
ラ
が
あ
る
。
タ

ー
ラ
、
タ
ー
ラ
」
と
叫
ん
で
顔
を
あ

げ
た
姿
と
重
な
り
ま
す
。
私
の
タ
ー

ラ
は
大
曲
な
ん
で
す
。

新
し
い
街
と
心
の
優
し
い
皆
さ
ま

に
お
目
に
か
か
り
た
く
、
ま
た
い
つ

か
大
曲
の
駅
舎
に
立
と
う
と
思
い
ま

す
。
（お
が
さ
わ
ら
　
さ
ち
こ
）

編
集
部
補
足

日
本

一
優
秀
な
小
学
生

平
成
十
九
年

か
ら
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
い
る
全
国
学

力
調
査
で
秋
田
県
の
小
学
生
は
連
続
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
あ
げ
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
内
で
も
大
仙
市
の

小
学
生
は
抜
群
の
成
績
で
、
全
国
各
地
か
ら

視
察
者
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

あ
の
頃
の
夏

大
釜
　
茂
環

（首
都
圏
大
曲
会
会
長
）

私
た
ち
が
今
で
も
西
山
と
呼
ん
で

い
る
出
羽
丘
陵

の
山
す
そ
に
沿

つ

て
、
玉
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川

は
田
沢
湖
を
源
流
に
、
途
中
大
小
の

川
と
合
流
し
て
、
堂
々
た
る

一
級
河

川
と
な

っ
て
雄
物
川
に
つ
な
が
る
。

田
圃
の
稲
が
す
く
す
く
伸
び
て
、

そ
の
上
を
渡

つ
て
く
る
風
に
水
の
匂

い
を
感
じ
る
季
節
。
日
も
ぐ
―
ん
と

長
く
な

っ
て
、
よ
う
や
く
西
山
に
日

が
落
ち
る
と
、
蛙
の
鳴
声
が

一
段
と

賑
や
か
さ
を
増
し
て
、
や
が
て
玉
川

の
方
角
か
ら
ふ
わ
―
り
、
ふ
わ
―

り
、
風
に
乗

っ
て
ホ
タ
ル
が
飛
ん
で

く
る
。

こ

い

夕
食

の
す
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が

四
、
五
人
外
に
出
て
、
、
弾
ん
だ
声
で

ホ
タ
ル
を
呼
ん
で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
昼
間

の
う
ち
に

作

っ
て
お
い
た
道
具
を
手
に
、
近
づ

い
て
く
る
ホ
タ
ル
を
待

つ
。
道
具
と

は
、
都
会
の
子
の
よ
う
に
団
扇
な
ど

を
手
に
追

い
か
け
る
の
で
は
な
く
、

土
手
で
生
育
し
て
い
る
ス
カ
ン
ポ
の

穂
を
物
干
し
竿
の
先
に
縛
り

つ
け
た

「
ホ
タ
ル
捕
り
道
具
」
だ
。

淡
い
ホ
タ
ル
の
光
で
も
、
黒
い
西

山
を
バ
ッ
ク
に
す
る
と
ピ
カ
ピ
カ
よ

く
見
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
ち
ょ
つ
と

空
気
の
流
れ
が
変
わ
る
と
、
風
に
乗

る
ホ
タ
ル
は
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
受

け
る
方
向
か
ら
ず
れ
て
、
誰
も
い
な

い
ほ
う

へ
飛
ん
で
行
こ
う
と
す
る
。

「あ

っ
、
駄
目
だ
ｌ
。
ほ
ら
、
歌
え
、

歌
え
」
と
、
ホ
タ
ル
捕
り
棒
を
持

っ

た
年
か
さ
の
子
が
大
声
を
だ
す
と
、

ホ ホ
l 

｀

タ ホ
フレ  ｀

『ふるさと大曲』第 13号

一
緒
に

つ
い
て
来
た
弟
や
妹
た
ち
が

声
を
張
り
あ
げ
歌

っ
た
も

の
だ
。

ほ
、
ほ
、
ほ
―
た
る
こ
い

あ

っ
ち
の
水
は
苦
い
ぞ
　

」ゝ
っ
ち

の
水
は
あ
―
ま
い
ぞ

す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
子
ど

も
た
ち
の
歌
声
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に

ホ
タ
ル
の
群
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
ほ

う

へ
飛
ん
で
く
る
。
案
外
ホ
タ
ル
は

子
ど
も
に
人
懐

っ
こ
く
、
相
性
が
い

い
の
か
も
知
れ
な
い
。

◇

近
く
ま
で
飛
ん
で
き
た
ホ
タ
ル

は
、
必
殺
ホ
タ
ル
捕
獲
棒
が

一
閃
す

る
と
、
う
ま
く
ス
カ
ン
ポ
の
穂
に
か

ら
ま

つ
て
捕
獲
さ
れ
る
。
た
ま
に
は

捕
獲
失
敗
の
ホ
タ
ル
を
追
い
か
け
て

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
カ
ン
ポ
の
捕
獲

棒
を
振
り
回
し
な
が
ら
、
大
豆
畑
だ

ろ
う
が
ス
イ
カ
畑
だ
ろ
う
が
、
ず
け

ず
け
入
り
込
ん
で
は
き
や
あ
き
や
あ

追
い
か
け
ま
わ
す
。
翌
日
、
明
る
く

な

っ
て
か
ら
、
そ
の
足
跡
か
ら
判
断

さ
れ
た

一
人
ひ
と
り
が
、
こ
つ
て
り

油
を
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
追

い
か
け
て
い
る
時
点
で
は
、

そ
ん
な
こ
と
も
す

つ
か
り
忘
れ
る
ホ

タ
ル
狩
り
だ
。

◇

当
時
は
ど
こ
の
家
で
も
、
夏
の
夜

は
蚊
除
け
に
蚊
帳
を
吊

っ
た
。
蚊
帳

は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
風
情
が

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
蚊
帳
の
中
で

捕

っ
て
き
た
ホ
タ
ル
を
飛
ば
し
て
遊

ん
で
は
よ
く
叱
ら
れ
た
も
の
だ
。
ホ

タ
ル
は
蚊
帳

の
中
で
、
ピ
カ
ー
リ
、

ピ
カ
リ
、
怪
し
げ
な
光
を
発
し
な
が

ら
飛
び
回
る
。

そ
の
ホ
タ
ル
を
追

っ
か
け
回
し
て

子
ど
も
た
ち
は
大
暴
れ
。
大
人
は
、

と
て
も
寝
ち
ゃ
い
ら
れ
な
い
と
、
蚊

帳
の
外
に
逃
げ
出
し
て
、
蚊
に
刺
さ

れ
な
が
ら
寝
る
こ
と
に
な
る
。

私
の
母
は
、
ホ
タ
ル
を
蚊
帳
の
中

に
入
れ
る
と
臭
い
か
ら
は
ダ
メ
だ
と

叱

つ
た
も
の
だ
。
確
か
に
ホ
タ
ル
は

土
く
さ
い
よ
う
な
匂

い
を
発
す
る
か

ら
、
特
に
布
団
の
中
に
入
れ
る
の
は

嫌
が
ら
れ
た
。

◇

あ
の
頃
は
ま
だ
父
も
母
も
若
か

っ

た
。
子
ど
も
ら
は
我
儘

の
し
放
題

だ

っ
た
が
、
結
構
素
直
で
元
気
い
っ

ぱ
い
。
雑
然
と
し
た
戦
後
社
会
の
こ

と
だ
か
ら
何
も
か
も
品
物
不
足
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
戦
地
か
ら

帰
還
す
る
若
者
た
ち
が
増
え
て
き

て
、
周
囲
は
徐

々
に
活
気
づ

い
て

い
っ
た
。
誰
も
が
ほ
ど
ほ
ど
に
貧
し

か

っ
た
が
、
そ
れ
で
い
て
社
会
に
は

活
力
は
帳

っ
て
い
た
。
老
若
男
女
、

日
本
人
の

一
人
ひ
と
り
が
志
を
強
く

持
ち
、
そ
し
て
希
望
と
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
生
き
た
時
代
だ

っ
た
。

（お
お
か
ま
　
し
げ
あ
き
）

懐かしい道路案内

首
都
圏
大
曲
会
の

会
員

か
ら
事
務
局

に
、
懐
か
し
い
道
路

案
内
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
「花

火
通
り
」
は
当
時
「
駅

通
り
」
と
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

「
カ
ネ
ト
ク
」
、
「
タ

カ
ヤ
ナ
ギ
」
、
「有
坂

呉
服
店
」
「
ヤ
マ
サ
」

な
ど
、
馴
染
み
の
店

が
並
ん
で
い
ま
す
。

人
通
り
も
多
く
、

活
気
あ
る
通
り
で
し

た
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
、

あ
の
頃
の
雑
踏
が
聞

こ
え
て
来
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。
（鈴
木
）



東
京
で
大
曲
の
花
火
を
観
る
機
会
を

つ
く
ろ

う
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
首
都
圏
大
曲
会
主

催

の

「
東
京
で
大
山
の
花
火
を
観
る
会
」
は
、

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
日
の
参

加
は
大
曲
会
だ
け
で
な
く
、
に
し
せ
ん
ぼ
く
会
、

ド
ン
パ
ン
ふ
る
さ
と
中
仙
会
、
嶽
雄
会
、
大
田
会
、

南
外
の
会
な
ど
か
ら
約
５０
名
に
達
し
ま
し
た
。

ずは
一欝
〓

●
計
上
■
Ｌ
腱
目
麟

夜空に舞う花美しく…

首都圏大曲会主催

古里を偲ぶ花火鑑賞会

花火を鑑賞しながら話もはずむ

ふるさと会を代表して挨拶する

ふるさと南外の会菊地均幹事長

「
大
曲
の
花
火
」
と

い
え
ば
、
今

や
ど
こ
へ
行

っ
て
も
知
ら
な
い
人
は

い
ま
せ
ん
。

昨
年
は
三
月
十

一
日
の
東
日
本
大

震
災
の
痛
手
の
中
で
、
各
地
の
花
火

大
会
が
ば
た
ば
た
と
中
止
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
大
曲
は
大
丈
夫
か
と
心
配

さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
こ
が

百
有
余
年
の
伝
統
の
上
で
の
主
催
者

側
の
判
断
は
、
で
」
う
い
う
時
こ
そ
、

犠
牲
者
の
鎮
魂
と
被
災
し
た
人
々
の

慰
め
と
励
ま
し
の
意
味
を
込
め
て
」

決
然
と
開
催
を
決
定
し
た
も
の
で
し

た
。こ

の
よ
う
な
地
元
の
熱
い
思
い
を

受
け
継
ぎ
首
都
圏
大
曲
会
も
各
ふ
る

さ
と
会
を
始
め
、
幹
事
各
自
が
持
つ

人
脈
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
に
し
せ
ん
ぼ
く
会
の

大
沢
郷
地
区
の
方
々
が
仲
間
同
士
グ

ル
ー
プ
で
参
加
し
、
賑
や
か
に
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

二
〇

一
一
年

の
大
会

テ
ー

マ
は

「
元
気
な
日
本
」
。
文
字
通
り
震
災
や

原
発
事
故
で
打
ち
の
め
さ
れ
た
日
本

を
元
気
な
姿
に
蘇
え
ら
せ
よ
う
と
す

る
祈
り
を
込
め
た
大
会
で
し
た
。
全

国
の
腕
利
き
花
火
師
二
十
七
社
が
参

加
し
て
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
テ
ン

ポ
で
、
華
一麗
な
十
号
割
物
、
音
楽
と

組
み
合
わ
せ
た
創
造
花
火
の
腕
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
毎
年
の
呼
び
物
と

し
て
人
気
の
高
い
大
会
提
供
花
火
は

「
奥
州
曙
光

（し
ょ
こ
う
）
―
　
悠

久
な
る
黄
金
の
祈
り
」
で
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
平
泉
を
表
現
し
て
、

六
分
間
に
及
ぶ
光
と
音

の
演
出
は

七
十
万
人
を
超
す
大
観
衆
を
、
遥
か

な
幽
玄
の
世
界

へ
と
誘
い
ま
し
た
。

会
は
地
元
大
仙
市
か
ら
取
り
寄
せ

た
日
本
酒
の
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク

で
、
賑
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

大
友
副
会
長
の
司
会
で
大
釜
会
長

の
歓
迎
の
挨
拶
。
南
外
の
会
菊
地
幹

事
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
大
仙
市
か
ら

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
総
合
企
画
課

|→ 111■■■|||‐ |||||■ |     
‐~  ・■||― 1    轟

幼なじみが久々に会つて話が盛り上がる
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カラオケも呼び物

酔いしれて歌つ楽しご
花火弁当を前にして夏の

大曲を話題に花が咲く

歓迎の挨拶をする大曲会

大釜会長

高
山
知
洋
主
査
の
挨
拶
と
大
仙
市
の

状
況
報
告
と
続
き
ま
し
た
。
も
う
花

火
弁
当
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
ほ
ど
ほ
ど

に
、
会
場
内
は
す

っ
か
り
花
火
見
物

気
分
に
浸
り
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
花
火
の
音
は
、
座

っ
て

い
る
椅
子
を
揺
る
が
し
、
本
物
に
比

べ
て
劣
る
映
像
の
ス
ケ
ー
ル
を
補

っ

て
余
り
あ
る
も
の
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
に
溶
け

込
む
大
曲
の
意
気

大仙市の状況報告などをする高山主査

「
花
火
を
観
る
会
」
の
も
う

一
つ

の
楽
し
み
は
、
花
火
鑑
賞
後
に
行
う

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
い
手
が
満
を
持
し
て
マ
イ
ク
を
握

れ
ば
、
応
援
も
白
熱
し
て
賑
や
か
さ

は
頂
点
に
達
し
ま
す
。
民
謡
あ
り
演

歌
あ
り
、
抒
情
歌
あ
リ
ポ
ッ
プ
ス
調

あ
り
で
、
ま
さ
に
大
曲
の
意
気
が

一

堂
に
会
し
た
感
じ
。
同
郷
人
が
集
ま

れ
ば
話
題
は
自
然
に
ふ
る
さ
と
の
語

り
調
、
子
ど
も
の
頃
の
遠
い
思
い
出
。

聴
く
ほ
う
も
語
る
ほ
う
も
心
は
い
つ

か
ど

っ
ぷ
り
と
生
ま
れ
故
郷
の
景
色

の
中
に
浸
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
ム
ー
ド
に
な
れ
ば
歌
も
飛

び
出
し
ま
す
。
澄
ん
だ
声
、
渋
く
て

重
み
の
あ
る
声
、
高
い
声
や
フ
ラ
ン

ク
永
井
ば
り
の
低
音
の
魅
力
も
。
花

火
と
言
い
カ
ラ
オ
ケ
と
言
い
、
丸
子

橋
の
欄
千
に
も
た
れ
て
西
山
を
望
む

夏の懇親パーティーは

8月 4日と鈴木副会長

よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
分
に
、

ま
さ
に
ふ
る
さ
と
の
大
曲
を
偲
ぶ
ひ

と
と
き
で
し
た
。

定
刻
四
時
半
、
鈴
木
副
会
長
が

「
今
年
の
夏
の
総
会
は
、
納
涼
パ
ー

テ
イ
ー
を
兼
ね
八
月
四
日
で
す
」
と

全
員
に
参
加
を
呼
び
か
け
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
に

ア
キ
タ
コ
マ
チ
提
供

今
年
も
佐
藤
久
男
さ
ん

大
仙
市
高
関
に
在
住
の
佐
藤
久
男

さ
ん
は
、
毎
年
夏
の

「首
都
圏
大
曲

会
総
会
兼
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
の

全
員
に

″
わ
た
し
の
こ
だ
わ
り
米

・

ア
キ
タ
コ
マ
チ
″
を
提
供
し
て
く
だ

さ
り
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

昨
年
か
ら
は

「花
火
を
観
る
会
」
に

も
提
供
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

人
々
の
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
佐
藤
さ
ん
は
昨
年
秋
収
穫
の

ア
キ
タ
コ
マ
チ
を
提
供
し
て
く
だ
さ

り
参
加
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

しみじみ歌う人、自分の歌に酔つ

ている人、誰もが思い思いの世

界でカラオケを楽しんでいる
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○
○
有
余
の
時
空
を
越
え
て
、
今
年
の
夏
も

「大
曲

の
花
火
」
は
、
八
月
二
十
五
日
、
大
仙
市
大
曲
の
雄
物

川
河
畔
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ

た
花
火
師
た
ち
の
腕
を
競
う
こ
の
大
会
に
、
今
年
も
大

仙
市
は
被
災
地
の
人
々
を
招
待
し
て
共
に
楽
し
み
ま
す
。

大
山
の
花
火
の
た
め
の
事
務
局
と

し
て
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し

て
、
現
在
最
終
の
作
業
中
で
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
早

く
も
１
年
５
カ
月
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の

花
火
を
通
し
て
、
復
興
の
協
力
を

し
て
ま

い
り

ま
し
た
。
花

火
に
は
人
々

を
元
気
に
す

る

工

不ヽ

ル

ギ
ー
が
あ
り

ま
す
。

大
仙
市
と

実
行
委
員
会

は
津
波
被
害

地
域
の
石
巻
市
、
宮
古
市
、
釜
石

市
に
大
由
の
花
火
を
持

っ
て
行
き

打
上
げ
を
、
ま
た
、
８
月
の
第
％

回
の
「大
曲
の
花
火
」
に
は
宮
古
市
、

大
船
渡
市
、
大
槌
町
、
釜
石
市
の

被
災
住
民
の
方
々
を
招
待
し
て
花

火
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

送
迎
の
バ
ス
の
中
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
大
曲
花
火
倶
楽
部
で
認
定
し
て

い
る
花
火
鑑
賞
士
の
方
々
が
花
火

の
予
備
知
識
を
説
明
し
好
評
を
え

ま
し
た
。
後
日
、
被
災
者
の
方
々

か
ら
、
感
動
し
元
気
を
い
た
だ
い

た
と
の
感
謝
の
お
便
り
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
大

仙
市
で
は
、
被
災
者
の
方
々
を
招

待
す
る
予
定
で
す
。

今
年
の
大
会
テ
ー
マ
は

「
つ
な

が
り
」
で
す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、

ク手
を
つ
な
ご
つゝ
、
心
を
つ
な
ご
つヽ
、

互
に
支
え
あ
お
う
ク
で
す
。

今
年
は
、
５
年
毎
の
参
加
花
火

師
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
、
３
増

２
減
の
２８
社
の
花
火
師
に
打
上
げ

金ヽ:瀑
‐
=‐
疇‐職

NPO法 人大曲花火倶楽部

顧問 賢 木 新 悦

い
よ
い
よ
、
第
“
回
全

国
花
火
競
技
大
会

「大
曲

の
花
火
」
が
迫

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
に
大
会
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
準

備
を
し

て
ま

い
り
ま
し

た
。
大
山
商
工
会
議
所
に

は
全
国
で
こ
こ
し
か
な
い

花
火
振
興
課
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
花
火
振
興
課
は
、

今年も大曲の花火には

今年も18,000発が中天の花となる

依
頼
を
さ
し
上
げ
、
参
加
し
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
九
州
か
ら

も
花
火
師
が
参
加
し
ま
す
。
地
元

で
の
参
加
は
、
美
郷
町
六
郷
の
大

久
保
煙
火
製
造
所
の
大
久
保
博
氏

で
す
。

大
久
保
煙
火
製
造
所
は
、
秋
田

県
で

一
番
古
い
花
火
業
者
で
、
明

治
時
代
に
始
ま

っ
た
大
会
当
初
か

ら
参
加
し
て
い
た
老
舗
で
す
。
ご

健
闘
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

審
査
員
に
次
期
家
元

生
け
花
の
池
坊
由
紀
氏
が
参
加

審
査
委
員
は
昨
年
、
作
曲
家
＼

お
酒
を
注
ぐ
時
に
聞
こ
え
で
澤
こ
ぽ
）

と
い
う
音
も
、
よ
り

一
層
お
酒
を
お
い

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
軽
快
な
口
当
た
り

と
爽
快
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

未
成
年
者
の
方
に
は
お
酒
を
お
販
売
し
ま
せ
ん
。

（
名

）
鈴

木

酒

造

店

大
仙
市
長
野
事

二
日
町
９

電
話
０
１
８
７
１
５
０
，
２
１
２
１



花
火
に
は
人
を
元
気
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

大
会
の
呼
び
物
と
し
て
毎
年
好
評

の
大
会
提
供
花
火
は
、
ヨ
ｇ
①
く
こ

″夢
を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
■

楽
し
く
元
気
の
出
る
音
楽
に
合
わ
せ

て
６
分
間
、
幅
５
５
０
メ
ー
ト
ル
の

ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
す
。
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／
の
千
住
明
氏
と
作
家
の
西
木
正

明
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
年

は
新
た
に
次
期
家
元
池
坊
由
紀
さ

ん
が
審
査
員
に
加
わ
り
ま
す
。
花

を
生
け
る
芸
術
性
は
花
火
と
の
共

通
性
が
あ
り
審
査
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
褒
章
に
国
土
交
通
省
観

光
庁
長
官
賞
が
加
わ
り
ま
し
た
。

日
本
が
観
光
を
重
視
す
る
中
で
、

大
曲
の
花
火
が
貢
献
出
来
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
ま

す
。
昨
年
は
Ю
万
人
の
観
客
数
で

し
た
が
、
通
年
観
光
も
含
め
て
観

光
客
を
増
や
し
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

大
山
農
業
高
校
創
立

１
２
０
周
年
を
祝
う
昼
花
火

全
国
で
大
曲
し
か
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
昼
花
火
。
競
技
終
了
後

に
昨
年
は
ス
ポ
ン
サ
ー
花
火
で
珍

し
い
昼
花
火
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が
打

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
午

後
６
時
に
、
地
元
大
曲
農
業
高
校

創
立
１
２
０
周
年
記
念

ス
ポ
ン

サ
ー
昼
花
火
が
打
ち
上
が
り
ま
す
。

前
年
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
者

の
紅
屋
青
木
煙
火
店
に
よ
る
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
さ
あ
　
夢
の
世

界

ヘ
ー
」

で
す
。
伝
統
と
挑
戦
が

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
い

花
火
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
の
呼
び
物
、
大
会
提
供
花

火
は

「
Ｂ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ
」
ク夢

を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
″
で
す
。

楽
し
く
元
気
の
出
る
音
楽
に
合
わ

せ
て
、
６
分
間
、
巾
５
５
０
メ
ー

ト
ル
の
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
が

打
ち
上
が
り
ま
す
。

マ
ル
タ
島
で
開
催
の

国
際
花
火
シ
ン
ポ
に
参
加

４
月
２５
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で

地
中
海
の
マ
ル
タ
島
に
行

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
国
際
花
火
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
た
め
で
す
。

大
曲
か
ら
は
小
松
煙
火
工
業
社

長
の
小
松
忠
信
氏
、
和
火
屋
社
長

の
久
米
川
和
行
氏
、
北
日
本
花
火

興
業
の
５
代
目
今
野
貴
文
氏
と
私

の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
世
界

か
ら
３
０
０
名
の
花
火
関
係
者
が

一
堂
に
会
す
る
会
議
で
、
聴
講
、

視
察
、
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。

大
曲
か
ら
は
、
大
会
Ｐ
Ｒ
と
し

て
花
火
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
持

っ
て
行
き

ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者
か
ら

賞
賛
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
花

火
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
打
上
げ
機
器
や
ソ

フ
ト
、
企
画
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多

く
今
後
の
運
営
に
活
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
共
通

の
感
動

エ
ン
タ
ー

テ
ィ
メ
ン
ト
で
あ
る
花
火
の
発
信

地
大
曲
と
し
て
、
市
民
と
共
に
頑

張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

首1都1鐵大1繭1会■会農1募集1申 :

年会驚 :1家族千IIJ(会報代・通信費など)です。
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古宮理絵さん (首相

終了後大曲会応援団と打上げをした古宮さん (写真中央)

35,000名の ヘ

選手たちと 庁
競つて  毎rプ

嶽短 〆″
~マ

の東京を駆け抜ける
首都圏大曲会の仲間も熱烈に応援 !

褥
―‐‐‥―‐‐…………
‐

第
３０
回
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
ロ
ン
ド
ン
大
会
、
男
子

マ
ラ
ソ
ン
選
手
選
考
会
を

兼
ね
た
第
６
回
東
京
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
一
一月
二
六
日
、
東
京
都
庁
前
ス
タ
ー

ト
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
ゴ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
に
賭
け
る

首
都
圏
大
曲
会
の
事
務
局
次
長
の
古
宮
理
絵
さ
ん
は
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
過
去
三
回
も
参
加
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
。
今
年
も
国
際
色
豊
に
三
万
五
千

名
の
ラ
ン
ナ
ー
と
走
力
を
競
い
ま
し
た
。
な
お
首
都
圏
大
山
会
の
仲
間
が
友

情
の
応
援
。
横
断
幕
も
輝
い
て
見
え
る
楽
し
く
賑
や
か
な

一
日
で
し
た
。

東
京

マ
ラ
ソ
ン
は
平
成
十
九
年
に

第

一
回
大
会
が
行
わ
れ
、
今
年
で
第

六
回
を
迎
え
ま
し
た
。
東
京
に
は
そ

れ
ま
で
東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
（男
子
）

や
東
京
女
子
国
際

マ
ラ
ソ
ン

（女

子
）
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
や
障
害
者
向

け
の
１０
キ
ロ
走
の
東
京
シ
テ
ィ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
の
強
い
肝

い
り
で
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し

て

一
つ
に
し
た
も
の
で
す
。

大
都
会
東
京
の
町
並
み
を
走
り
抜

け
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
か
ら
、
ど

こ
を
走
る
か
は
き
わ
め
て
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
東
京

マ

ラ
ソ
ン
は
、
東
京
の
過
去
か
ら
現
在

を
走
り
、
そ
し
て
未
来
の
東
京
を
象

徴
す
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
新
宿
西

口
。
東
京
都
庁
舎
前
を
ス
タ
ー
ト
に
、

日
比
谷
、
銀
座
、
浅
草
雷
門
、
築
地
、

豊
洲
を
通

っ
て
江
東
区
有
明
の
東
京

ビ
ツ
グ
サ
イ
ト
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
．
高
層
ビ
ル
群
か
ら
江

戸
の
名
残
を
感
じ
る
浅
草
や
日
本
橋

界
隈
。
ゴ
ー
ル
の
豊
洲
か
ら
東
京

ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
あ
た
り
は
未
来
の
東

京
を
象
徴
す
る
光
景
。
ま
る
で
過
去
、

現
在
、
未
来
を
駆
け
抜
け
た
気
分
。

応

援

の
横

断

幕

で

応
援
団
も
盛
り
上
が
る

今
年
の
東
京

マ
ラ
ソ
ン
は
大
曲
会

か
ら
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
出

写
真
上
　
ゴ
ー
ル
も
近
く
力
走
す
る
我
ら

が
代
表

・
古
宮
理
絵
さ
ん

写
真
右
　
由九
走
者
に
贈
ら
れ
る
栄
光
の

コ
ー
ル
ト
メ
タ
ル

て
、
し
か
も
地
元
東
京
を
走
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
盛
り
上
が
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
曲
会
会
員

の
小
松
昭
二
さ
ん
が
黄
色
で
よ
く
目

立
つ
生
地
に
、
古
官
理
絵
さ
ん
の
名

前
を
墨
痕
鮮
や
か
な
横
断
幕
を
手
に

参
加
。
他
に
大
曲
会
か
ら
は
大
友
副

会
長
、
鈴
木
副
会
長
、
佐
藤
重
光
幹

事
、
富
樫
孝
治
幹
事
は
月
島
地
点
で
。

大
釜
会
長
も
ス
タ
ー
ト
か
ら
六
キ
ロ

地
点
の
中
央
大
学
大
学
院
前
で
、
そ

れ
ぞ
れ
走
り
抜
け
る
古
宮
さ
ん
に
感

動
し
な
が
ら
、
「
行
け
、
行
け
、
古

官
さ
ん
」
と
声
を
限
り
に
応
援
し
ま

し
た
。

☆
　
☆
　
☆

応
援
の
声
と
横
断
幕
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貫
っ
た

古
宮
理
絵
さ
ん
に
聞
く

一塁
示
マ
ラ
ソ
ン
は
何
回
目
の
出
場
で
す
か

古
宮
　
第

一
回
か
ら
３
回
日
で
す
。

走
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
？

古
宮
　
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
可
能

の
、
都
心
で
行
わ
れ
る
初
の
大
会
。

ぜ
ひ
走
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
家
族
も
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
か

古
宮
　
は
い
、
主
人
が
後
押
し
し
て

く
れ
て

。
・
。
大
会
当
日
も
、
防
衛

省
前
、
笹
川
財
団
ビ
ル
前
、
築
地
の

交
差
点
な
ど
、
地
下
鉄
で
先
回
り
し

て
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た

（笑
）

ス
タ
ー
ト
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か

古
宮
　
最
初
は
も
う
ド
キ
ド
キ
。

ス

タ
ー
ト
で
は
ど
う
な

っ
ち

ゃ
う
だ
ろ

う
と
不
安
に
な

っ
た
こ
と
も
。

（笑
）

レ
ー
ス
で
走

っ
て
い
る
と
き
は
ど
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
　
　
　
　
　

、ヽ
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大
河
の
流
れ
の
よ
う
に
目
の
前
を
駆
け
抜
け
て
い
く
選
手
た

ち
の
中
に
、
一死
気

一
杯
の
古
宮
さ
ん
を
見
つ
て
、
「い
い
ぞ
―

古
宮
≒
ナ
イ
ス
ラ
ン
、
古
宮
」
と
盛
ん
に
応
援
を
す
る
首
都

圏
大
曲
会
会
員
。
写
真
は
選
手
の
到
着
を
待
つ

一
瞬
。

|1欝 種

．
古
宮
理
絵
さ
ん
の
マ
ラ

ソ
ン
暦
は
、
記
録
で
は
平

成
１７
年
の
北
区
ラ
ジ
オ
体

操
連
盟
の
皇
居
マ
ラ
ソ
ン

に
始
ま
つ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
後
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
は
じ
一め
海
外
の

レ
ー
ス
も
含
め
数
え
切
れ

な
い
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
勿
論
第

一
回
東
京

マ
ラ
ソ
ン
出
場
も
果
た
し

て
い
ま
す
。

こ
の
華
や
か
な
マ
ラ
ソ

ン
暦
の
中
で
特
に
印
象
に

残
る
の
は
、
古
宮
さ
ん
の

お
母
さ
ん
の
故
郷
、
新
潟

県
上
越
市
の
高
田
城
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
。

こ
こ
で
は
叔
父
さ
ん
が

横
断
幕
を
作
り
、
親
戚
が

こ
ぞ
っ
て
応
援
し
て
く
れ

た
大
会
で
、
見
事
ハ
ー‐
フ

女
子
の
部
で
六
位
入
賞
の

栄
光
に
輝

い
た
も

の
で

す
。
（大
）
　

・
・　
●
一

国際色豊に 走3人 !人 !人の流 |

／
古
宮
　
途
中
や
ゴ
ー
ル
で
待

っ
て

い
て
く
れ
る
人

の
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
予
定
し
て
い
る
時
間
ま
で
に

着
か
な
け
れ
ば
な
ん
て

（笑
）

大
曲
会
で
応
援
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

古
宮
　
応
援
団
が
多

い
と
大
き
な

エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。
今
回
も
元
気

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰

っ
て
走
り
ま
し

た
。
終
わ
れ
ば
あ
の
仲
間
と
飲
め
る
な

ん
て
、
ち
ょ
っ
と
思
い
ま
し
た

（笑
）

応
援
の
声
は
間
こ
え
ま
し
た
か

古
宮
　

るゝ
え
、
と
て
も
よ
く
聞
こ
え

ま
し
た
。
応
援
の
期
待
に
応
え
よ
う

と
す
る
気
持
ち
が
元
気
を
呼
び
起
こ

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
、
調
子
は
い
か
が
で
し
た
か

古
宮
　
体
調
は
良
か

っ
た
で
す
よ
。

天
候
も
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
。
会
長

が
応
援
を
し
て
く
れ
た
あ
た
り
は
好

調
で
し
た
。
浅
草
の
折
返
し
あ
た
り

か
ら
苦
し
く
な
る
。
ち
ょ
う
ど
３０
キ

ロ
で
す
ね
。
築
地
で
み
ん
な
の
応
援

を
受
け
て
元
気
に
な
り
豊
洲
で
ス

ピ
ー
ド
が
落
ち
る
。
特
に
ゴ
ー
ル
直

前
の
上
り
坂
は
辛
い
で
す
ね
。

走
っ
て
み
て
東
京
を
ど
う
思
い
ま
す
か

古
宮
　
ス
タ
ー
ト
の
新
宿
都
庁
前
か

ら
ゴ
ー
ル
の
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
ま
で
、

応
援
す
る
人
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な

い
の
は
驚
き
で
す
。
そ
し
て
コ
ー
ス

が
ず
―
っ
と
広
い
道
と
い
う
の
も
東

京
の
道
路
だ
と
思
い
ま
す
。

「
い
い
走
り
し
て
る
ぞ
―
」
「
ナ
イ

ス
ラ
ン
」
「
こ
の
ま
ま
行
け
ば
４
時

間
切
れ
る
」
と
い
う
応
援
も
ス
マ
ー

ト
で
頼
も
し
い
。
出
場
者
も
多
く
、

さ
す
が
に
国
際
都
市
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
だ
と
思
い
ま
す
。

ht"//口雌 ige~ajげ

針囀||::f∞ ig歯 」p

人
地
の
も
ｓみ
と
と
も
に

秋
口
の
Ｓ
を
醸
す

０
私
麟策
霧
林
式
会
経

秋

鶴
県
大

仙
市

声
地
谷
字

天

ヶ
沢

八

こ
の

一

お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
酒
は
お
い
し
く
適
量
を
．

妊
娠
中
や
螢
乳
期
の
飲
酒
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

仏
う`

歿
う の

%
碩

1栞

心と心のふれあいのスペース

≧」圧ン「     L
県南―のスペースを誇る大宴会場。ご婚礼・各種ご宴会・

お食事。お宿,自などを揃えた |シテン型ホテ

'レ〒014-0015大仙市大曲白金町8-17
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大
野
源
二
郎
さ
ん
の
写
真

集

「
な

つ
か
し
の
大
曲
」
を

見
る
と
、
花
館
の
川
を
渡
る

梵
天
が
、
泌
み
通
る
清
澄
な

空
気
の
中
に
男
ら
し
い
勇
気

と
遅
し
さ
が
レ
ン
ズ

一
杯
に

広
が

っ
て
い
ま
す
。
大
仙
市

は
、
花
火
と
と
も
に
梵
天
の

町
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
今
年
大
曲
は
こ
の
町
独

特
の
、
中
学
校
の
卒
業
年
代

会
に
よ
る
梵
天
奉
納
の
様
子

が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の

密
着
取
材

で
全
国
放
送
さ

れ
、
大
曲
の
男
衆
の
心
意
気

が
感
動
を
呼
び
、
大

い
に
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

感動のドキュメン踵

川を渡る梵天は雪の中の雄物川を渡つていく

秋
田
県
は
梵
天
祭
り
が
盛
ん
な

土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
男
性
の
厄
年
は
２
歳
と
し

て
、
神
社
に
梵
天
を
奉
納
し
て
厄

を
払
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

個
人
的
な
厄
払
い
行
事
で
あ

っ
た

も
の
で
し
ょ
う
が
、
大
山
の
そ
れ

は
中
学
校
卒
業
の
年
代
会
に
よ
る

厄
払
い
の
行
事
と
し
て
続
い
て
き

た
も
の
で
す
。

こ
の
行
事
に
着
目
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
川
原
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
チ
ー
ム
が

一
年
間
に
わ
た
り
大
曲
を
訪
れ
、

梵
天
製
作

へ
の
取
り
掛
か
り
か
ら

そ
の
過
程
、
そ
し
て
町
内
巡
回
か

ら
諏
訪
神
社
奉
納
ま
で
の

一
切
を

Ю
分
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
ま

と
め
た
も
の
で
し
た
。

当
初
は
３
月
１９
日
に
東
北
六
県

で
放
映
さ
れ
た
０
分
番
組

で
し

た
が
、
番
組
の
内
容
や
価
値
が
認

め
ら
れ
て
、
４
月
１９
日
午
後
３
時

‐５
分
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

「
ロ
ー
カ
ル
直
行
便
」
と
し
て
全
国

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

大
曲
中
学
校
を
同
じ
年
に
卒
業

し
た
同
期
生
が
、
協
力
し
合

っ
て

梵
天
を
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
で

は
、
い
ろ
い
ろ
問
題
も
生
じ
感
情

的
な
摩
擦
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
し
な

い
と
こ
ろ
も
各
所
に
現
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
を
工
夫
し
助
け
合
い
、
努

力
を
し
な
が
ら
、
２
歳
を
迎
え
る

同
期
の
男
た
ち
の
心
意
気
が
、
「大

曲
の
梵
天
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
～
η
歳

の
成
人
式
～
」
と
な

つ
て
、
テ
レ

ビ
を
見
る
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、

若
者
た
ち
の
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
来

た
道
々
を
振
り
返
ら
せ
、
様
々
な

経
験
を
背
負

っ
た
人
生
を
共
に
思

い
浮
か
べ
、
共
に
涙
す
る
と
い
う

感
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
に
仕

上
げ
た
も
の
で
し
た
。

「土
屋
館
通
信
」
と

若
者
た
ち
の
行
動
力

首
都
圏
大
曲
会
が
こ
の
情
報
を

知

っ
た
の
は
、
大
山
商
工
会
議
所

青
年
部
部
長
の
辻
卓
也
氏
が
個
人

的
に
発
行
し
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン

「
土
屋
館
通
信
」
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
通
信
は
大
曲
の
花

火
通
り
商
店
街
な
ど
土
屋
館
界
隈

の
若
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
今

度
「愛
Ｂ
リ
ー
グ
」
正
会
員
と
し
て
、

「大
曲
納
豆
汁
」
を

【Ｂ
ｌ
ｌ
グ
ラ

ン
プ
リ
】
に
出
展
可
能
と
し
た
り
、

東
日
本
大
災
害
支
援
活
動
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
で
街
の
活
性
化
に
努

力
す
る
な
ど
、
多
く
の
実
績
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
若
者
集
団
の
積
極

的
な
活
動
が
、
梵
天
と
い
う
地
元

に
生
き
る
人
に
と
つ
て
は
、
い
た
っ

て
素
朴
な
民
族
行
事
を
、　
一
つ
の

感
動
的
な
行
事
に
組
み
替
え
て
い

く
斬
新
さ
に
感
心
し
、
若
者
た
ち

の
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
こ

れ
か
ら
の
町
お
こ
し
に
は
絶
対
に

必
要
で
あ
り
か
つ
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
５

月
２２
日
朝
９
時
か
ら
放
送
さ
れ
た

【Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
】

で
、
全
世
界
に
向
け
、
衛
星
放
送

で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

大曲駅 1階待合室には、日‖を渡る梵天と

46年会年代会の梵天(右)が飾られていて、

通る人の目を引いている

大曲の年代会梵天
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東京で大由の雰□気を

たうぶり昧わう集い

1琴稗バーテイニ
ー
では、本1曲‐串身で現在

清確■|め芸|ヒ人や、今売り出し中の若手

会‐能1人が出演します:お楽しみ抽選会、

地え大曲の1特産品即1売

=■
ナーが設置さ

れ:特に大農の|ジャムは毎年好評です。

平成24年8月‐4日 (土)

11時3.0分～ 14時30分■‐|

東京・帝国ホテ′レ「光の1間J

(1名につき)1万円

・ …1■)

園

園

圏

目

圏

園

園

霞
〓
一， 一一一＝
を
置
る
賞
天
●
〓
級
グ
ル
メ
■
大
曲
締
菫
汁
』●
築
し
い
話
題
が
い
日
間
国
回
四
Ш
日
田
田
□

昔
馴
染
み
が
揃
う
会
で
す

民
謡
で
お
馴
染
み
の
千
葉
と
し
子
さ
ん

◆参カロ申し込み方法

①お名前・こ住所、②参力B人数 (で き

れば参加する人のお名前)、 0代表者の

電話番号を、首都圏大曲会事務局まで

こ連絡ください。Fa×番号、eメ ールア

ドレスでも結構です。会費|よパーティー

当日、会場受付で申し受けます。

電  話  03(5213)2028
Fax 03(5213)2029

e― メール :info@e― prosip cOm
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「あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
～
す
」と
、

大
喜
び
の
花
館
小
学
校
の
児
童
た
ち

育|「ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」

市
内
全
小
中
校
に
配
置

大
仙
市
に
た
い
す
る

「
ふ
る
さ
と

納
税
」
は
、
首
都
圏
大
曲
会
総
会
で

市
職
員
か
ら
の
説
明
や
受
付
場
所
の

設
営
な
ど
。
ま
た
会
報

『ふ
る
さ
と

大
曲
』
で
も
会
員
の
み
な
さ
ん
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ

の
制
度
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
々

の
善
意
が
凝
縮
さ
れ
て
、
特
に
大
仙

市
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

は
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
す
が
、

こ
の
度
大
仙
市
で
は

「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
活
用
し
て
二
千
四
百
冊
の
図

書
を
購
入
。
市
内
の
全
小
中
学
校
に
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫
」
と
し
て
配
置

し
ま
し
た
。

こ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
喜
ぶ
児

童

。
生
徒
の
映
像
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
納
め

て
、
寄
付
を
し
て
く
れ
た
八
十
五
人

に
贈
呈
し
、
子
ど
も
た
ち
と
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
映
像
は
約
四

分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
市
の
職
員
が
小
学
校
に
出
向
い
て
、

朝
の
読
書
時
間
や
昼
休
み
に
撮
影
し

て
仕
上
げ
た
も
の
で
す
。
納
め
た
図

書
は
昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け

て
、
各
校
の
児
童

。
生
徒
が
、
自
分

た
ち
が
好
き
な
本
、
読
み
た
い
本
を

選
ん
だ
も
の
。
民
話
や
童
話
、
学
習

事
典
、
小
説
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
い
ろ

い
ろ
。
ま
た
大
仙
市
や
秋
田
県
に
ゆ

か
り
の
深
い
著
者
の
も
の
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
て
、
各
校
の
文
庫
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。

収
め
ら
れ
た
映
像
で
は
、
で
」
れ
ら

の
文
庫
を
設
置
し
て
く
れ
た
人
は
優

し
い
人
で
す
」
「大
仙
市
や
僕
た
ち
を

愛
し
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
弾
ん
だ

声
で
喜
び
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

大1喜び101児童||1生徒|た|ち

2か年事業として実施予定

写
真
は
、
大
曲
小
学
校
の
図

書
室
で
。
下
は
中
仙
小
校
の

ふ
る
さ
と
納
税
文
庫

Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
と
も
に
栗
林
市
長
か
ら

の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

栗
林
次
美
市
長

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長

と
教
育
の
充
実
を
目
指
す

ア

・

（前
略
）
昨
年
度
、
こ
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
始
め
て
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

文
庫
整
備
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
子
育
て
教
育
分
野

の
事
業
と
し
て
、
市
内
小

・
中
学
校

に
お
け
る
読
書
環
境
を
整
え
、
児
童
・

生
徒
が
広
く
本
と
触
れ
合
う
機
会
を

増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
教
育
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
ふ
る

さ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。
（中
略
）
ま
た
、
本
事
業
は
２
カ

年
事
業
と
し
て
今
年
度
も
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、
本
の
増
刷
を
行
う
こ

と
に
よ

っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
文
庫

と
し
て
の
確
立
し
た
形
を
つ
く
り
あ

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
』

と
書
き
、
ふ
る
さ
と
大
仙
市
の
発
展

の
た
め
本
制
度

へ
の
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
こ
の
制
度
の
知

人
、
友
人

へ
の
紹
介
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

な
お
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
大
仙
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
動
画
の
ま
ま
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
度
の
寄
付
総
額
は

病
院
指
定
分
治
め
３６
件
四
百
十
万
三
千
円

平
成
二
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
昨
年
度
四
年
目
が

経
過
し
、
大
仙
市
で
は
　
合
計
金
額
二
千
三
百
十
八
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

今
年
も
市
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
一
層
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

大
仙
市
は
平
成
２０
年
６
月
に

「大

仙
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
」
を

つ
く

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
の
第

１
条
で

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
次

の
よ
う
に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
大
仙
市
を
ふ
る
さ
と
と
し
、
応

「ふるさと納税」にご協力ください !

援
し
よ
う
と
す
る
方
々
か
ら
広
く
寄

付
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て

各
種
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

寄
付
者
の
大
仙
市
に
対
す
る
思
い
を

形
に
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
を

離
れ
た
人
、
ふ
る
さ
と
に
暮
ら
す
人

大
仙
市
【ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
案
内
】

男
鹿
和
雄
さ
ん
（大
仙
市
出
身
）
の
作
品
よ
り

◇これまでのふるさと納税の状況

年度
合   計

内 訳

通 常 分 病 院 分

件数(件 ) 金額(円 ) 件数(件 ) 金額(円 ) 件数(件 ) 金額(円 )

5,238,000 5238000

6,483,000 6,483,000

7,357,000 6,352,000 2 1,005,000

4,102,000

23,180,000

30

166

2,872,000 6

8

1,230,000

2,235,000合計1 174 20,945,000

が
共
に
誇
れ
る

「人
が
活
き
人
が
集

う
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市
」
づ
く

り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
仙
市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
設
置

す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
他
に

「大
仙
市
地
域
中

核
病
院
整
備
支
援
基
金
条
例
」
が
あ

り
、
こ
れ
は
秋
田
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
が
行
う
仙
北
組
合
総
合

病
院
の
改
築
を
支
援
す
る
財
源
に
充

て
る
た
め
の
基
金
条
例
で
す
。
今
実

施
さ
れ
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

も
こ
の
条
例
の
も
と
、
「仙
北
組
合
総

合
病
院
の
改
築
整
備
に
関
す
る
財
源

に
」
と
使
途
を
限
定
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
寄
付
さ

れ
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
も
、

二
百
二
十
三
万
五
千
円
が

「病
院
指

定
分
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光

・
高
齢
者
福
祉
な
ど

４
分
野
の
事
業
で
活
用

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
の
寄
付

金
は
、
次
の
４
分
野
の
事
業
で
の
活

用
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（１
）
観
光
分
野
↓
　
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
活
用
し
た
観
光
交
流
に
関
す

る
事
業

（２
）
高
齢
者
福
祉
分
野
↓
　
老
い
を

楽
し
み
、
地
域
が
支
え
る
高
齢
者
福

祉
に
関
す
る
事
業

（３
）
自
然
環
境
分
野
↓
　
次
代
に
残

す
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す

る
事
業

（４
）
子
育
て
教
育
分
野
↓
　
健
や
か

な
成
長
を
願
う
子
育
て
と
教
育
の
充

実
に
関
す
る
事
業

◆
寄
付
の
手
続
き

１
　
寄
付
申
込
書
で
手
続
き

寄
付
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
、
「
熊
、
電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
直
接
、
大
仙
市
役
所
総
合

政
策
課
ヘ

２
　
納
付
書
の
送
付

お
知
ら
せ
戴
い
た
寄
付
の
方
法

に
基
づ
き
、
総
合
政
策
課
か
ら
納

付
書
を
お
送
り
し
ま
す

３
　
寄
付
金
の
お
振
込

最
寄
の
金
融
機
関
な
ど

４
　
寄
付
証
明
書
の
発
行

市
役
所
か
ら
後
日
、
寄
付
証
明

書
を
発
行
し
て
送
付
し
ま
す

◆
お
問
合
せ

大
仙
市
地
域
政
策
班

電
話

ｏ
ｌ
８
７
（６
７
）１
１
１
１
（代
）

社長 高橋 博子

〒014-0015大仙市大曲白金町12-24

冨]言舌  0187-62-1648

μギ疹
雌卸」鬱麟膚學

故郷でのお集まり、お泊りに
西″ズのが「っごで

｀

イ っ /_― クのんグ・ク
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難

一

大
仙
市
へ
の
進
出
は
い
つ
で
す
か

―
―
　
平
成

二
十
二
年
十

一
月

で
す
。
当
社
は
、
東
京

の
大
田

区
に
本
社
が
あ
り
ま
す
が
、
工

場
は
群
馬
県

の
伊
勢
崎
や
栃
木

県
の
宇
都
官
に
も
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
秋
田
工
場

の
歴
史
は
そ

ん
な
に
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
仙
市
に
秋
田
工
場
を
設
立
し
よ

う
と
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

―
―
　
前
か
ら
こ
の
地
に
光
学

関
係

の
企
業

が
あ

っ
た

の
で

す
。
た
ま
た
ま
経
営
者

の
廃
業

に
と
も
な

い
、
事
業
引
継
ぎ
の

話
が
私
ど
も

の
社
に
あ

っ
た
か

ら
で
す
。
　

　

．

秋
田
工
場
の
主
た
る
製
造
品
は
ど

ん
な
も
の
で
す
か

―
―
　
機
器
の

『眼
』
と
し
て

の
光
学
レ
ン
ズ
を
創
造
し
、
製

造
し
て
い
ま
す
。
当
社
が
蓄
積

し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス

に
、
よ
り
高
度
に
、
よ
ユ
局
品

質
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
様
々
な
新
し
い
ニ
ー
ズ
が
出

現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
光
学
レ
ン
ズ
の
設

計

。
開
発
か
ら
製
造
ま
で
、　
一

貫
し
た
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
製

品
化
を
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
カ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ

用

コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
レ
ン
ズ

は
、
レ
ン
ズ
加
工
か
ら
組
立
て

ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
カ

メ
ラ
交
換
レ
ン
ズ
の
加
工
、
ス

キ
ャ
ナ
ー
用
レ
ン
ズ
の
加
工
も

当
工
場
で
行

っ
て
い
ま
す
。

秋
田
工
場
は
６３
名

平
均
年
齢
３８
・７
歳

日
邦
工
業
全
体
の
従
業
員
は
何
名
で

す
か
。
ま
た
秋
田
工
場
の
従
業
員
数

は
？

―
―
　
日
邦
工
業
の
全
従
業
員

数
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月

末
現
在
で
四
三
四
名
で
す
。
同

じ
く
秋
田
工
場
は
六
十
三
名

で
、
そ
の
う
ち
男
子
の
従
業
員

は
三
九
名
、
女
子
は
二
四
名
で

す
。
平
均
年
齢
は
三
人
、
七
歳

と
な

つ
て
い
ま
す
。

秋
田
工
場
の
経
営
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
？

―
―
　
感
謝
と
思

い
や
り

で

す
。
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を

さ
ら
に
磨
き
、
内
外
か
ら
信
頼

さ
れ
る
企
業
に
な
ろ
う
―
　
が

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

大
仙
市
の
長
所
は

手
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

大
仙
市
に
工
場
を
開
設
し
て
み

て
、
そ
の
長
所
ま
た
は
短
所
と
い
い

ま
す
か
、
不
便
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
。
（笑
）
ど
う
ぞ
こ
遠
慮

な
く
仰
っ
て
く
だ
さ
い

―
―

　
大
仙
市

の
場
合
、
バ

ッ

ク
ア
ッ
プ
が
と
て
も
手
厚

い
こ

と
で
す
。
短
所
と
言
え
ば
、
本

社
と

の
距
離
が
遠

い
と

い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
わ
が
社

の
得
意
先

（納
品
先
）
は
関
東

以
南

に
多

い
も

の
で
す
か
ら
、

得
意
先
と
の
距
離
感
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（笑
）

工
場
開
設
後
ま
だ
日
は
新
し
い
わ

け
で
す
が
、
社
員
と
地
元
と
親
睦
会

な
ど
交
流
関
係
は
あ
り
ま
す
か

―
―
　
従
業

員

の
会

と

し

て

「
友
和
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
元
の
か
た
が
た
と

の
交
流
を
含
め
、
現
在
は
特
別

な
活
動
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後

の
課
題
と
な
り
ま
す
。

空気が澄み、水が豊富で綺麗な大仙市には、東京を初め他地

域から多 くの企業が進出しています。光学レンズの設計・開発

から製造まで、一貫したシステムで製品化 している日邦工業株

式会社秋田工場もその一つ。スキャニングレンズ、コンパージョ

ンレンズなど、先端を走るこれらの製品も大曲生まれです。

新 しい機能 としての『眼』 光学 レンズを創造

光学レンズ開発から製造の一貫システム

日邦工業株式会社
秋田工場

代表取締役 小俣 睦生  工場長 長澤 恒雄

大仙市の和合地区に近い橋本に建つ秋田工場
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製造か ら出荷 まで

構鰈 矮畿警護鷲

l。 荒摺～砂掛  研磨工程の初期・中間工程。

ガラス材料の表面の粗さを 取り除きながら、研磨に

適した寸法に削 り、曲率、中心厚の制度を整える

↓

2.研磨 研磨工程

の仕上げ工程。レンズ

表面を透明に磨き、設

計通りの曲率半径をも

つ球面に仕上げる

↓

3。 洗浄 レンズの製造工程では、数回の洗浄を経

て 次に送られる。付着した汚れや油分を取り除く

↓

4.蒸着 レンズの表面に薄い膜をつけ、反射防止、

透過光量等の光学性能を確保するとともに、レンズ

表面 を保護する。蒸着には真空蒸着機を使う。レン

ズの性能によって、シングルコート、マルチコートに

分類される。マルチコートは薄さ01ミ クロンの膜を

平均 7層 コートすることにより、その性能を保持する

0

5。 芯取 レンズの

中心と工学的中心を一

致させるため、 レン

ズのタト周をダイヤモン

ドホイールでけ哨」し、

所定の形状寸法にする。研削には自動芯取機を使用し、

レン ズ光軸 (中心)を ホルダーに固定して研削する

↓

6.接合 レンズを通過する光の色補正、画像の湾曲

習性等のため、2～ 3枚のレンズを張り合わせる。/

＼接着剤を塗布 し、仮接合の後、

れたレンズの光軸を合わせる。

接着剤を完全硬化させる

0

7.組 立 カロエされた

レンズを、金属や樹脂

の鏡胴に組み込む。正

確さとスピー ドが要求

される

↓

出荷検査・梱包

↓

出荷

秋
田
工
場
は
今
後

一
〇
〇
名
規
模
へ

秋
田
工
場
と
し
て
今
後
の
目
標
、

新
し
い
展
開
な
ど
を
お
間
か
せ
く
だ

さ
い

―
―

　
今

現
在

の
課

題

と

し

て
、
今
後

の
事
業
拡
大
に
向
け
、

設
備
改
善

・
技
量
Ｕ
Ｐ
が
優
先

課
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
秋

田
工
場
と
し
て
は
、　
一
〇
〇
名

規
模
で
の
生
産
体
制
を
考
え

て

お
り
ま
す
。

有
難
う
こ
ざ
い
ま
す
。
こ
の
大
仙

の
地
で
、
今
後
益
々
の
こ
発
展
を
お

祈
り
し
ま
す
。
（大
釜
）

特殊な顕微鏡で合成さ

その後、紫外線により、

魚 と 遊 ん で 遊 ば れ て"

砂新区東江都一示東医
Ｊ

フ
／

∩
Ｕ

∩
∪

公
Ｕ

０
０

　

で
年

一丁
　
鎌瑚

か
業

お
創

1丁 目 8番 5号 電話03-3640-641]代)F AX03-3644-5832

ト
ト
ヤ魚

屋

の

オ
ヤ
ジ

や

っ
て
ま
す

ふ
る
さ

と

の

み
な
さ

ん

お
元
気

で
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文切
り
絵

大
曲
の
町
に
屏
風
を
立
て
た
よ
う
な
西
山
。
そ
の
山
の
裾
を

音
を
立
て
て
流
れ
る
雄
物
川
。
こ
の
川
に
は
毎
年
、
群
れ
を
な

し
て
鮭
が
の
ば
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
照
り
の
年
が
続
い

て
川
の
水
が
少
な
く
な
り
、
そ
の
頃
か
ら
鮭
の
姿
が
ぜ
ん
ぜ
ん

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
漁
師
た
ち
は

・
ｏ
・

伊
豆
山
の
下
を
流
れ
る
雄
物
川
の
ナ
ダ
ラ
測
で
、
鮭
漁
を

し
て
水
死
す
る
者
が
毎
年
の
よ
う
に
続
い
た
。

そ
の
た
め
漁
師
た
ち
は
、
死
者
の
冥
福
と
漁
の
安
全
を

祈

っ
て
、
そ
の
岸
に
地
蔵
様
を
ま
つ
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
花
館
の
石
工
が
刻
ん
だ
地
蔵
様
は
漁
師
た
ち
の

気
に
入
ら
ず
、
川
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
つ
た
。

そ
の
後
日
照
り
の
年
が
続
き
、
川
の
水
が
少
な
く
な
り
、

鮭
が
の
ぼ
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。
＼

鮭喜

蔵彗

塩 平

腋 野

◇
ふ
る
さ
と
の
言
っ
こ
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あ
げ
く
に
、
「
鮭
が
の
ぼ
ら
な
く
な

っ
た
の
は

お
前

の
せ
い
だ
」
と
小
便
を
ひ

っ
か
け
た
。

す
る
と
　
と
た
ん
に
黒
雲
が
湧
き
出
し
、

大
雨
と
な
り
、
川
水
が
見
る
間
に
ふ
え
て
、

鮭
が
の
ぼ

っ
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。

／
　
あ
る
日
、
す

っ
か
り
干
上
が

っ
た
河
原
で

汚
れ
は
て
た
石
の
地
蔵
を
見

つ
け
た

漁
師
た
ち
は
、

反
省
す
る
ど
こ
ろ
か
地
蔵
を
踏
み
蹴
飛
ば
し
、

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
日
照
り
の

不
漁
が
続
く
と
、

漁
師
た
ち
は

小
便
を
か
け
て
大
雨
を
降
ら
せ
、

鮭
の
豊
漁
を
祈
願
し
続
け
た
と
い
う
¨

長
沢
神
社
の
地
蔵
さ
ん
が

そ
れ
で
あ
る
。　
　
●
●
一

|11111義 .
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真
打
め
ざ
し
て
精
進
す
る

さ

ん
　

ゆ

う

　
て

い
　
　
こ
　
　
ま
が
り

三
遊

亭

小

曲

克

初めての高座は末広亭で

“寿限夢"をやりました。

大
曲
で
生
ま
れ
育
ち
、
や
が
て
東
京

へ
出
て
自
ら
の
道
を
切
り
開
こ
う
と

努
力
す
る
姿
は
美
し

い
も

の
で
す
。
前
号
で
紹
介

の
、
津
軽
三
味
線

で
大
成

を
目
指
す
畠
山

一
洋
さ
ん
に
続
き
今
号
で
は
、
裸
身

一
貫
で
落
語
の
世
界
に

飛
び
込
ん
だ
三
遊
亭
小
曲

（さ
ん
ゆ
う
て
い
　

」ゝ
ま
が
り
）
、
本
名
伊
藤
匡
紀

（た
だ
の
り
）
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。
（大
釜
）

（お
知
り
合
い
の
中
に
、本
ペ
ー
ジ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
が
お
出
で
で
し
た
ら
、

ぜ
ひ
首
都
圏
大
曲
会
事
務
局
ま
で
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
）

小
曲
　
た
ま
た
ま
こ
の
年
は

「学
校

寄
席
」
と
し
て
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
、

今
で
は
私
の
師
匠
で
す
が
、
大
農
に

来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
全
校
生
が
聞

き
ま
し
た
。
で
も
、
テ
レ
ビ
の

「笑

点
」
に
出
て
い
る
落
語
家
ぐ
ら
い
に

し
か
思

っ
て
い
な
く
て

。
・

（笑
）

―
　
出
し
物
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

小
曲
　
古
典
落
語
で
し
た
か
ら
、
た

し
か

「浮
世
床
」
だ

っ
た
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
は

「笑
点
」
の
回
答
者

だ
と
甘
く
考
え
て
い
た
ん
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
落
語
が
始
ま
る
と
、
も
う

誰
も
が
そ
の
話
の
中
に
ぐ
い
ぐ
い
引

き
込
ま
れ
て
い
く
ん
で
す
。
会
場
の

体
育
館
は
シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
り
、

肝
心
の
落
と
し
ど
こ
ろ
で
は
も
う
大

爆
笑
。
全
校
生

一
人
ひ
と
り
が
お
腹

を
抱
え
て
笑
い
ま
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
話
術
と
い
う
も
の
か
。
こ

れ
は
す
ご
い
も
の
だ
と
、
ぐ

っ
た
り

と
疲
れ
る
ほ
ど
笑

っ
て
そ
の
後
は
、

た
だ
た
だ
感
動
が
残

っ
た
の
で
す
。

―
　
そ
の
感
動
が
あ
な
た
を
落
語
家
の

道
へ
と
誘
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

小
曲
　
そ
の
後
私
は
大
田
分
校
を
中

退
し
、　
一
年
間

フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
か
し

っ
か
り

し
た
も

の
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
あ

の
時

の
小
遊
三
師
匠
の
感
動
が
強
烈

で
、
父
親

が
運
転
す

る
長
距
離

ト

ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
て
上
京
し
、
そ
の

足
で
師
匠

の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

１７

歳

の

一
月

の
こ
と
で
す
。

―
　
す
ぐ
に
入
門
で
き
た
？

小
曲
　
当
然
門
前
払

い
を
覚
悟
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
１０
代

の

弟
子
志
願
は
珍
し
か

っ
た
ら
し
く
、

「
ち

ょ

っ
と
見

て
い

っ
た
ら
」
と

い

う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

（笑
）

―
　
小
曲
の
芸
名
は
大
曲
出
身
だ
か
ら
？

小
曲
　
お
か
み
さ
ん
が
岩
手
県
沼
官

内

の
出
身
で
す
。
東
北
人
の
よ
し
み

で
、
大
曲
出
身

の
私
を
小
曲
と
親
し

み
を
込
め
て
呼
ん
で
く
れ
て
。
そ
れ

を
師
匠
が
聞

い
て
、
「
よ
し
、
お
前

は
小
曲
だ
」
と
な

っ
た
の
で
す
。
（笑
）

―
　
じ
ゃ
あ
、
名
付
け
親
は
お
か
み
さ
ん
？

小
曲
　
は

い
。

（笑
）
お
か
み
さ
ん

に
は
今
も
頭
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

―
　
今
は
前
座
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

小
曲
　

４ヽ
え
。
前
座
は

い
わ
ゆ
る
丁

稚
奉
公

み
た

い
な
も

の
で
裏
方

で

す
。
毎
日
が
修
業
で
、
料
理
、
お
掃

除
、
師
匠

の
身

の
回
り
の
世
話
、
何

で
も
や

っ
て
、
そ
の
合
間
に
落
語

の

勉
強
で
す
。
他

の
師
匠
た
ち
の
楽
屋

話
を
聞
く

の
も
勉
強
。
前
座
は
何
か

の
理
由
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
穴
が
あ

い

た
と
き
、
突
然

「
お
前
、
や

っ
て
み

ろ
」
と

い
う
こ
と
も
あ
り
常
に
緊
張

で
す
。

―
　
そ
れ
が
芸
人
の
修
業
と
い
う
も
の
で

す
ね
。
と
こ
ろ
で
将
来
の
夢
を
。

小
曲

　

一
生
懸
命
修
業
を
積
ん
で
二

つ
目
に
な
り
、
そ
し
て
真
打
に
な

っ

て
、
早
く
師
匠
や
お
か
み
さ
ん
に
恩

返
し
を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

―
　
し
っ
か
り
修
業
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
落
語
の
発
展
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
首
都
圏
大
曲
会
も
、
小
曲
さ
ん

が
真
打
に
な
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

―
　
生
ま
れ
は
大
曲
の
ど
ち
ら
で
す
か
。

小
曲
　
大
曲

の
上
町
で
す
か
ら
、
諏

訪
神
社

の
裏
側
に
な
り
ま
す
。
大
川

寺

や
秋
田
修
英
高
校

の
近
く

で
す
。

今
年

二
十
歳
に
な
り
ま
す
。

―
　
秋
田
県
生
ま
れ
が
落
語
の
世
界
に
入

る
と
は
珍
し
い
で
す
ね
。
き
っ
か
け
は
？

小
曲
　
中
学
卒
業
後
大
農
に
入
り
ま

し
た
。
僕
は
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気

が
好
き
で
、
大
農
で
も
太
田
分
校
で

す
。
大
農
に
は
有
名
人
を
招
い
て
お

話
を
聞
く
と
い
う
、
恒
例
の
学
校
行

事
が
あ

っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
本
校

も
分
校
も

一
緒
に
な

っ
て
聞
く
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

―
　
そ
れ
で
ど
な
た
を
招
い
た
？

「
一
生
懸
命
に
修
業
し
て
、
先
ず
目
標
は

二
つ
目
へ
の
昇
進
で
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア

し
た
ら
真
打
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
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睫仁屹晰鶉痣

母

の
日
に

大
寒
や
着
ぶ
く
れ
し
て
も
未
だ
足
り
ぬ

君
旅
立
ち
春
隣
と
句
を
読
み
て

友
誘
ひ
目
黒
川
べ
り
花
吹
雪

富
士
を
観
た
卯
月
初
め
の
嬉
し
さ
や

母
の
日
に
元
気
で
居
る
と
声
送
る

ア
ジ
サ
イ
の
散
り
敷
き
し
路
地
み
ぎ
ひ
だ
り

星
祭
り
会
ひ
た
い
君

へ
笹
飾
り

名
月
や
ネ
オ
ン
寂
し
き
銀
座
か
な

朱
華

，一一一一一一一一一一一一一〓一一一一一一一一一一一華一一一

一一一一一一一一一一一〓一一〓一一一

一〓
〓
〓
難
ぶ
鷲

俳
句
づ
く
り
を
楽
し
む

大

友

律

子
見

（俳
号
　
朱
華

・
首
都
圏
大
曲
会
副
会
長
）

俳
句
は
い
つ
頃
か
ら
始
め
ら
れ

ま
し
た
？

朱
華
　
か」
く
最
近
、
五
年
ほ

ど
前
か
ら
で
す
。

所
作
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
、

職
場
で

「
あ
な
た
な
ら
で
き

る
」
な
ど
と
お
だ
で
に
乗

っ

て
共
笑
）

勤
務
す
る
國
學
院
大
學
の
俳
句

同
人
会
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
ね

朱
華
　
亜
州
馬
路

（あ
し
ゅ

ま
ろ
）
と
い
う
会
の
メ
ン
バ
ー

で
す
。
学
生
中
心
の
サ
ー
ク

ル
で
す
が
、
教
職
員
も

一
緒

に
、
楽
し
み
な
が
ら
学
生
と

の
交
流
が
出
来
ま
す
。

大
友
さ
ん
の

「朱
華
」
と
い
う

俳
号
は
素
敵
で
す
ね

朱
華
　
俳
号
は
顧
間
の
先
生

が
つ
け
て
く
だ
さ
る
の
で
す

が
、
最
初
は
モ
グ
ラ
と
か
い

う
古
典
表
現
の
語
だ

っ
た
の

で
す

（笑
）
。
学
生
に
笑
わ

れ
た
り
。
「
え
―
そ
ん
な
名

前
は
い
や
だ
―
」
と
、
先
生

に
直
訴
し
て

（笑
）
五
つ
ぐ

ら

い
考
え

て
頂

い
た
中
か

ら
、
綺
麗
で
素
敵
な
朱
華
に

決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
こ

の
俳
号
に
支
え
ら
れ
て
、
句
づ
く
り
が
充
実
し

て
き
ま
し
た
。
面
白

い
も
の
で
す
ね
。

同
人
の
構
成
は
何
人
ぐ
ら
い
で
す
か

朱
華
　
現
在
会
員
は
、
学
部
生
と
院
生
で
十
二

名
、
教
職
員
五
名
で
す
。
そ
れ
に
卒
業
生
が
数

名
加
わ
り
ま
す
。
学
生
は
文
学
部
の
学
生
が
多

く
、
言
葉
を
と
て
も
大
切
に
し
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
表
現
力
、
何
と
言

っ
て
も
若
々
し
さ
に
刺

激
さ
れ
ま
す
。

俳
句
が
生
ま
れ
る
と
き
は
、
ど
ん
な
心
境
、
ま
た
は
ど

ん
な
環
境
に
身
を
置
い
た
と
き
で
す
か

朱
華
　
句
会
は
月

一
度
。
兼
題
の
発
表
は
四
～

五
日
前
で
す
。
だ
か
ら
い
つ
も
切
羽
詰

っ
た
状

態
で
つ
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
朝
の
混
雑

し
た
電
車
の
中
で
、
指
を
折
り
な
が
ら
つ
く

つ

て
い
ま
す

（笑
）
ま
た
月
例
の
句
会
と
は
別
に
、

年
度
末
に
発
行
の

「句
集
」
に
２‐
句
を
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
は
そ
れ
を
意
識

し
な
が
ら
つ
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

不
思
議
と
、
時
間
が
な
い
と
き
に
ひ
ら
め
き

ま
す
ね

（笑
）

吟
行
な
ど
は

・
・
・

朱
華
　
吟
行
は
学
生
の
勉
強
会
の
意
味
合
い
が

強
い
の
で
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
旅
行
を
し

た
と
き
な
ど
は
旅
情
に
浸
る
せ
い
か
、　
一
つ
二

つ
は
自
然
に
頭
に
浮
か
ん
で
き
て
は
メ
モ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
自
作
の
句
で
、
お
気
に
入
り
の

一
句
を
こ
紹
介

く
だ
さ
い

朱
華
　
若
人
の
離
り
し
祝
う
春
隣
り

（わ
こ
う

ど
の
　
さ
か
り
し
い
わ
う
　
は
る
と
な
り
）

お
忙
し
い
と
こ
ろ
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
ま
す
ま
す

感
性
を
磨
き
こ
精
進
を
お
祈
り
し
ま
す

（大
釜
）

こ
ま
ち
物
語

作
詞

作
曲

生
ま
れ
在
所
は
　
出
羽
の
国

ほ
ま
れ
名
高
い
　
そ
の
美
貌

小
野
小
町
と
　
申
し
ま
す

風
も
七
色
　
花
の
季
節

ご
縁
万
端
　
％
げ
か
り
ま
し
て

走
れ
輝
く
　
未
来
を
乗
せ
て

走
れ
ふ
れ
あ
う
　
ぬ
く
も
り
乗
せ
て

貴
婦
人
こ
ま
ち
は
　
秋
田
発

お
国
自
慢
じ
ゃ
　
な
い
け
れ
ど

旅
を
い
ざ
な
う
　
田
沢
湖
の

水
の
藍
さ
よ
　
そ
の
深
さ

お
武
家
屋
敷
は
　
角
館

月
も
十
六
夜
　
枝
垂
れ
る
桜

音
と
光
が
　
一夜
空
を
焦
が
し

世
界

一
だ
よ
　
雄
物
川
の
晩
夏

創
造
花
火
の
　
お
お
ま
が
り

稔
る
稲
穂
の
　
竿
灯
も

つ
瀞
箕
棚
反
　
夜
の
街

秋
田
言
葉
も
　
な
つ
か
し
く

お
ば
こ
ほ
ん
の
り
　
恋
模
様

一
度
お
出
で
よ
　
ま
た
も
う

一
度

走
れ
輝
く
　
未
来
を
乗
せ
て

走
れ
ふ
れ
合
う
　
ぬ
く
も
り
乗
せ
て

貴
婦
人
こ
ま
ち
は
　
秋
田
発

作
詞
の
黒
皮
羽
生
は
、
首
都
圏
大
曲
会
会

員
で
幹
事
。
東
京
水
産
工
業
株
式
会
社
会
長
。

作
詞
し
た
「東
京
海
峡
」初
め
数
々
の
作
品
は
、

第

一
興
商
の
Ｄ
Ａ
Ｍ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

平 黒

野 皮

桂 羽

三 生



饂″紀行
桜巡りの旅

一二
表
笙
濡
篤
怯

　

樹
齢
千
年
。
日
本
の
三
大
巨
桜
の

一
つ
と
し
て
有
名

◇
撮
影
・
旅
人

斉

藤

貞

助

早
い
も
の
で
あ
の
大
災
害
か
ら

一
年
余
が
経
過
し
た
。
ま
さ
に
未

曾
有
の
悪
夢
と
化
し
た
災
難
だ

っ

た
が
、
こ
の
地
に
住
む
人
々
は
粘

り
強
く
遅
し
く
、
こ
の
困
難
を
乗

り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

巡
り
く
る
季
節
は
、
今
年
も
穏

や
か
な
花
の
と
き
を
迎
え
た
。

『桜
巡
り
の
旅
』
―
　
何
ご
と

も
な
か

つ
た
か
の
よ
う
に
、
桜
の

里
は
ど

っ
ぷ
り
花
に
埋
ま

っ
て
い

た
。
鳥
喘
き
、
風
が
わ
た
る
。

こ
の
春
、
福
島
の
桜
は
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
化
し
た
。
叡
智
と
勇

気
、
そ
し
て
優
雅
さ
を
秘
め
、
前

へ
と
誘
う
希
望

か諄
盗

じだれ桜に埋まる福島路

大聖寺の紅しだれ桜
大聖寺は、建立700年余の古剰。
境内に立つ紅しだれは、空一杯に
枝を広げて空をおおう

滝桜の娘といわれるべニシダレサクラ。
樹齢400年の一本桜で威風堂々の風格
がある

地蔵桜

合戦場の桜
寄り添うように立つ二本の桜。別名「めおとざくら」ともいわれる
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平
成
二
十
四
年
度

首
都
圏
大
曲
会
幹
事

一
覧

浅 古 齋 鈴 大 大

野 宮 藤 木 友 釜

会
　
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

幹
事

粟

津

正

博

小
　
松
　
美
智
子

（監
事
）

佐
　
藤
　
重
　
光

佐
　
藤
　
　
健

　

（監
事
）

渋
　
谷
　
一　

男

一局
　
橋
　
映
里
子

築

地

良

仁

富

樫

孝

治

◇
　
首
都
圏
大
曲
会
事
務
所

〒

一
〇
二
―
○
〇
七
三

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北

一
―
一
―
七
上
二
〇
四

教
育
情
報
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
気
付

電
　
話
　
〇
三

（五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
三

（五
一

９

メ
ー

ル

ニ
●
♂
⑤
①
‐づ
８
∽一●
・８
日

悦 理 貞

洋 絵 助

律 茂
繁

子 環一一一）
一

一一一）
一

〇

一

〇

一

九 八

一
▼
　
梅
雨
に
入

っ
て
い
る
と
は

一
い
う
も
の
の
、
特
に
九
州
な
ど

一
西
日
本
各
地

の
豪
雨
は
凄
ま

一
じ
く
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い

一
ま
す
。
被
害
地
の
皆
さ
ま
に
は

一
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま

一
す
。
昨
年
来
日
本
列
島
を
襲

っ

た
数
々
の
自
然
災
害
に
は
、
私
た
ち
の
気

持
ち
ま
で
打
ち
の
め
さ
れ
ま
す
。
こ
う

い

う
と
き
こ
そ
人
と
人
の
絆
を
大
切
に
、
助

け
合
い
精
神
で
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

Ｙ
象
雪
だ

っ
た
と
い
う
こ
の
冬

の
大
曲
で
し
た
が
、
人
々
は
雪
山
を
愛
で
、

雪
の
生
活
を
楽
し
み
、
季
節
が
巡
る
と
咲

く
花
に
季
節
の
到
来
を
知
り
、
春
の
喜
び

を
精

一
杯
味
わ
い
ま
す
。
「大
山
の
四
季
―

早
春
か
ら
夏

へ
の
移
ろ
い
」
大
曲
在
住
の

藤
田
征

一
さ
ん
に
写
真
取
材
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

▼
組
合
病
院
の
新
築
作
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
サ

・

公
設
ビ
ル
解
体
の
写
真
を
見
る
に
つ
け
、

賑
や
か
だ

っ
た
駅
前
地
区
の
光
景
を
思
い

出
し
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ

っ
て
こ
の
界
隈

は
、
組
合
病
院
を
中
心
に
福
祉
関
連
施
設

が
集
結
す
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
と
違

っ

た
、
落
ち
着
き
あ
る
地
域
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
か

ら
病
院
建
築
指
定
分
が
三
百
二
十
三
万
円

強
に
な

っ
て
い
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
納
税
文

庫
」
新
設
と
と
も
に
、
意
義
あ
る
用
途
に

納
税
者
も
満
足
で
す
。
▼

「大
曲
の
花
火
」

は
今
年
で
あ
回
目
を
迎
え
ま
す
。
大
曲
花

火
倶
楽
部
顧
間
の
賢
木
新
悦
さ
ん
に
今
回

も
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
今
年
も
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の
方
々
を
ご
招
待
す
る
と
あ

り
ま
す
。
花
火
に
は
人
を
元
気
に
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
賢
木
さ
ん
は
書
い
て

い
ま
す
。
東
京
で
は
首
都
圏
大
山
会
主
催

の

「東
京
で
大
曲
の
花
火
を
見
る
会
」
が
、

こ
の
春
３
回
目
の
鑑
賞
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
首
都
圏
大
曲
会
の
総
会
と
懇
親
会
を
兼

ね
た
パ
ー
テ
ィ
ー
は
８
月
４
日
、
い
つ
も

の
よ
う
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
家
族
や
お
友
達
と
誘

い
合

い
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（大
釜
）

編集後記
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